
教員資格審査関連書類の記入について（様式１,５,６に係る補足） 

 

〈各様式共通事項〉 

①使用フォント 

※和文は、MS明朝（標準）、9ポイント ※欧文は、Times New Roman（標準）、9ポイント 

②年月は、過去から現在の順で記載。 ※西暦で 

 

※【様式６】については、実務家として応募する方のみ記入してください。 

 

【様式１】 

（１）氏名 

   旧姓等の通称名を使用している場合は、（ ）書きで本名を併記してください。 

記載例：通称名が地域太郎、本名が宮崎太郎の場合・・・【地域（宮崎）太郎】 

 

（２）性別 

選考過程で同等の能力とみなされた場合は女性を優先的に採用することとしています。（詳細は公

募要領を参照ください。） 

そのため性別欄を設けていますが、記載は任意で未記載とすることも可能です。 

 

（３）資格，免許 

  教員免許等の資格で公募分野に関連するものを記入してください。 

 

（４）賞罰 

公的機関、学会、出版社等からの表彰又は職務上の表彰や懲戒処分、研究費の不正受給に係る処分

等を記入してください。 

 

（５）現職 

申請日における職務の状況について記入してください。 

大学等の教員の場合は、「教授」、「准教授」等の職位を記入してください。それ以外の職に従事し

ている場合は、「取締役」、「理事」等の職名を記入してください。職名がない場合は「－」を記入

してください。 

 

（６）研究分野 及び 研究内容のキーワード 

①「研究分野」の欄には、科学研究費補助金の「系・分野・分科・細目表」の分科レベルの名称を用

いて、研究分野の主なものを 3 つ以内で記入してください。「研究内容のキーワード」の欄には、

同表の細目を参考に、研究内容を表すキーワードを 5 つ以内で記入してください。なお、分科レ

ベルに該当がない場合は、適宜記入してください。 

②専攻分野についての実務等の知識や経験を有する者としての審査を希望する場合には、「研究分野」



の欄に「○○に関する実務」と記入し、「研究内容のキーワード」の欄に職務内容を表すキーワー

ドを 5 つ以内で記入してください。 

（７）特許等 

  特許、実用新案等で公募分野に関連するものを記入してください。 

 

（８）学歴 

  ①高校卒業時から記入してください。 

②大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上と認められる学校卒業以上の学歴（大学の別科

及び専攻科を含む）を有する場合、全ての学歴（授与された学位及び称号を含む）を記入し、それ

以外の場合には、最終学歴を記入してください。なお、博士課程において課程の修了に必要な単位

を取得後、博士の学位を授与されないまま退学した場合には、「博士課程単位取得後退学」と記入

してください。なお、学位の専攻分野については、授与された時期によって表記が異なりますの

で、正確に記入してください。 

  ③学位については、付記された専攻分野の名称及び学位論文の題目を併記してください。 

④教員免許等の資格についても記入してください。この場合、登録番号等も併記してください。外国

における資格にあっては、正確に記入するとともに、その資格の内容を日本語で併記してくださ

い。 

 ⑤学生としての外国の大学や研究機関等への留学歴についても記入してください。 

 ⑥外国の大学等の経歴を記載する場合は、大学等の名称や学位等はアルファベットと片仮名を併記

し、国名を必ず記載してください。職歴についても同様に扱ってください。 

 

（９）職歴 

①すべての職歴（自営業、主婦、無職等を含む）を記入するとともに、職名、職位等についても明記

してください。 

②各職歴について在職期間を明確にし、現職については「現在に至る」と記入してください。 

③研究者としての外国の大学や研究機関等への留学歴についても記入してください。 

④過去に大学設置・学校法人審議会（旧大学設置審議会を含む）で教員審査を受け、教員の資格があ

ると認められた場合には、当該審査の時期、大学の名称、職位及び担当授業科目の名称（大学院に

あっては、判定結果を含む）を記入してください。また、過去に高等専門学校の教員資格の認定を

受けた場合には、当該認定の時期、高等専門学校の名称、職位及び担当授業科目の名称を記入して

ください。 

⑤大学教員の職歴については、主な担当授業科目を併記してください。 

⑥外国での職歴等を記載する場合はアルファベットとカタカナを併記してください。 

 

 

【様式５】 

①書類の作成時において未発表のものは記載しないでください。 

  ②発表順に記載してください。 



③著書、学術論文等が外国語の場合、著書等名（共著の場合は本人担当部分の章、節、題名も含む）

はその外国語で記入するとともに、（ ）書きで訳文を記入してください。当該著書等の概要は日本

語のみで構いません。 

  ④学術論文等については、国際学術雑誌，学会機関誌，研究報告等に学術論文として発表したものを

記入してください。学位論文については，その旨を明記してください。また、査読付きの論文につ

いては，題名の後に「（査読付）」と記載してください。 

 

 

【様式６】 

業務・活動の名称、期間を記して下さい。専門分野の科目に関連する業務にはアンダーラインを引い

て下さい。概要・成果・応募者の役割等については 100字程度で記して下さい。 

管理職的役割を果たした場合（プロジェクトリーダー等）は、その内容について、50 字程度で追記

しアンダーラインを引いて下さい。 

 

 


